
様式第３号（第４条関係） 

 

2025 年  5 月  7 日  

「つるおかＳＤＧｓ推進パートナー」宣言書 

住 所 山形県鶴岡市覚岸寺字水上 246-2 F-15 

宣言者 メタジェンセラピューティクス株式会社 CEO 中原拓 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓの推進に向けた取組を下記のとおり宣言し

ます。 

 

１ ＳＤＧｓの推進に向けた取組概要 

メタジェンセラピューティクス株式会社は、「すべての人に健康と福祉を（目標

3）」を中心とした SDGs の実現に向け、次の取り組みを推進しています。 
（1）腸内細菌叢移植（FMT：Fecal Microbiota Transplantation）医薬品の開

発 
難治性疾患に苦しむ国内外の患者さんに対して、新たな治療手段となる FMT 製

品の実用化を目指しています。FMT の社会実装を通じて、すべての人の健康と

福祉の向上に貢献します。 
（2）献便ドナーの募集と地域協働の拠点整備 
山形県鶴岡市において、FMT に必要な腸内細菌ドナーを地域住民から募集・支

援するための「献便ルーム」を 2025 年 4 月に開設。地域と連携した持続可能な

医療基盤の構築を進めています（目標 11、目標 9）。 
（3）教育・啓発活動の展開 
腸内環境の重要性やマイクロバイオームサイエンスに関する理解を広げるた

め、地域住民や教育機関向けの講座・イベントの実施を予定しています。これに

より、「質の高い教育をみんなに（目標 4）」に寄与します。 
（4）多様な人材の活躍推進 
若手人材や女性の採用・活躍を支援し、柔軟な働き方や成長機会の提供を通じて

「働きがいも経済成長も（目標 8）」の実現を図っています。 

 
 
 
  



２ 取り組んでいる（取り組みたい）ＳＤＧｓ17のゴール・目標 

 （該当するゴールに レ を記入してください。（複数回答可）） 

 
      

  
レ レ 

  

      

 
レ レ 

 
レ 

 

      

      

 


